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論　　文　　の　　要　　旨
　高知県佐川町に模式的に露出する鳥の巣石灰岩は，明治初年にナウマン氏によって紹介されて以来，多くの古
生物学的研究が行われ，主に刺胞動物化石によって中生代ジュラ紀のものと考えられてきた。同様な石灰岩は模
式地だけでなく，日本列島の太平洋側に沿って帯状に分布する秩父帯ならびに四万十帯と呼ばれる地質帯に，長
さ1500k㎜以上にわたって点在し，現在のオーストラリアのグレートバリアーリーフにも匹敵するジュラ紀の瑚
瑚礁と考えられ，その石灰岩は各地で鳥の巣型石灰岩として研究されてきた。しかし近年になって，これらは瑚
瑚礁の崩壊した岩体が付加体の申に取り込まれた異地性岩体か，一部は現地性岩体のものとするなど活発に議論
されている。またその時代論についても，ナンノプランクトンや放散虫化石の検討からジュラ紀に限られるもの
ではなく，一部は自亜紀という見解も出されるようになった。
　著者はこの問題を解決すべく，模式地の高知県を始め四国各地，九州，紀伊，関東山地，福島県相馬地域など
に分布する鳥の巣型石灰岩を広範囲にわたって調査し，層序を検討し，多くのサンプルを採集した。室内研究で
は多数の薄片を作成して検鏡し，微岩相を詳細に解析すると共に，含有する有孔虫化石ならびに石灰藻類を古生
物学的に研究した。著者が同定した有孔虫ならびに石灰藻類化石は約60属ユ20種に達するが，そのうち1新属6
新種を含む30属40種を記載した。
　研究のなかで特筆される新知見としては，下記のようなものが上げられる。まげ懸案の時代論であるが，1980
年代からヨーロッパテーチスと呼ばれる地域で，中生代の石灰岩申に含まれる有孔虫化石の研究が進展し，時代
論が詳細に論じられたこともあって，著者が識別した鳥の巣型石灰岩の有孔虫の多くの種と詳細な比較ができる
ようになった。著者はヨーロッパでの産出状況と日本のそれとを詳細に比較検討し，模式地の佐川地域のものは
自亜紀前期のベリアシアン世と特定した。これを基にして各地の石灰岩から産出した有孔虫を検討した結果，徳
島県阿南地域・関東山地の一部，ならびに福島県相馬地域のもの以外は，いずれも模式地と同様にベリアシァン
世のものと説得力のある結論を導き出している。
　相馬地域のものについては，2つの㎜arker　species，∫∫舳06〃伽α〃伽∫ω｛8とル肋脇8伽α伽κα〃を認定し，
この種の最初の出現に注目して下位からTγo伽1伽∫㎝α㈱｛∫Z㎝eと∫∫舳oo〃伽棚〃∫αり｛8Z㎝eを設定した。こ
の化石帯によってル肋舳8加α伽κ必の産出の下隈がヨーロッパテーチスではキンメリジアン世後期となって
いることに注目して，相馬地域の石灰岩は自亜紀ではなく，ジュラ紀最後期のチトニアン世を含み，その主要部
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分はキンメリジァン世に堆積したものと結論した。また徳島県阿南地域のものは相馬と同様の時代を示すとして
いる。
　堆積学的な研究では鳥の巣型石灰岩の多くは異地性岩体と見られるが，相馬地域のものは現地性で，12地点で
柱状図を作成して採集したサンプルの微岩相の観察により，次のような堆積サイクルを示すことを明確にした。
すなわち下位からooidgrai双st㎝efacies一一bioc1ast1cpackst㎝efacies一一11聰e－wackest㎝efacies…i㎜e一狐udst0Be
faC1eSと遷移しヨこれが繰り返しラ数回の小海進を含む一回の大きな海進によって堆積が規定されていることを
明らかにした。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文は日本の地質系統では最も古くから知られた鳥の巣石灰岩について言始めて行われた有孔虫化石の組織
的な古生物学的研究であり，詳細な時代論を展開した点は高く評価できる。その内容はヨーロッパテーチス以外，
空白であったジュラ紀後期から白亜紀前期の石灰岩相の微化石相に貴重な新知見をもたらしたものである。また
模式地や相馬地域での堆積学的な検討と共に，有孔虫類の古生態学的な意味付けも興味ある内容で評価できる。
しかし，多くの試料を取り扱ったこともあってか，個々の化石種の分類学的な記載にはかなりの精粗が見られる。
また化石層序学的な検討や層相解析にも十分な議論が記述されていない箇所も見受けられ，多くのデーターが論
文中に十分生かされていない嫌いがある。これらの諸点については著者の今後の更なる研鐘と検討が期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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